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８月、日限山荘の昼食会は１ヶ月お休みさせていただきます。９月は、裏面に開催日を掲載。   

Ｎ
Ｐ
Ｏ
総
ぐ
る
み
福
祉
の
会
事
務
所
は
日
限
山
４-

44-

23
（
八
四
四
―
七
四
七
七
） 

入
会
や
活
動
の
お
問
い
合
わ
せ
先
は
、
事
務
所
ま
た
は｢

日
限
山
荘
」
日
限
山
４-

７-

１ 
 

「ユ
ニ
ッ
ト
型
」介
護
老
人
福
祉
施
設
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム) 

 
 
 
 
 

 

陽
の
あ
た
る
丘 

Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
Ｏ 

見
学
記 

「総
ぐ
る
み
」新
聞 

 
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
と
し
て
は
新
形
式
の｢

ユ

ニ
ッ
ト
型｣

施
設
の
、
二
回
目
の
見
学
報
告
で
す
。 

○
交
通
の
便
：｢

陽
の
あ
た
る
丘 
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
Ｏ｣

(

平
成
十
八
年
四
月
開
所)

は
、
日
野
イ
ン
タ
ー
か
ら

鎌
倉
街
道
を
鎌
倉
方
面
に
向
か
う
公
田
交
差
点
の

手
前
、
右
の
小
高
い
丘
の
傾
斜
地
、
栄
区
鍛
冶
ヶ
谷

に
あ
り
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
京
浜
根
岸
線
の
本
郷
台
駅
下
車

徒
歩
二
〇
分
、
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
大
船
駅
、
京
浜
急
行
ま

た
は
市
営
地
下
鉄
の
上
大
岡
駅
か
ら
、
市
バ
ス
に
て

｢

鍛
冶
ヶ
谷
」
バ
ス
停
下
車
、
徒
歩
五
分
で
す
。 

○
施
設
の
概
要
：
す
べ
て
個
室
の
居
室
、
十
室
を
ワ

ン
ユ
ニ
ッ
ト
と
し
て
、
食
事
や
入
居
者
交
流
を
す
る

共
同
生
活
室
が
あ
り
、
こ
こ
に
は
大
型
プ
ラ
ズ
マ
テ

レ
ビ
や
冷
蔵
庫
、
電
子
オ
ー
ブ
ン
レ
ン
ジ
や
コ
ー
ヒ

ー
メ
ー
カ
ー
な
ど
が
あ
っ
て
、
中
に
は
、
電
気
釜
の

置
か
れ
た
ユ
ニ
ッ
ト
も
あ
り
ま
し
た
。 

定
員
は
百
二
十
名
（
個
室
百
二
十
室
、
十
二
ユ
ニ

ッ
ト
）
で
す
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
二
十
室
、
二
ユ
ニ

ッ
ト
を
含
む
）
。
各
ユ
ニ
ッ
ト
は
、
「
さ
つ
き
」
「
す

ず
ら
ん
」
と
い
っ
た
花
の
名
が
つ
い
て
い
ま
し
た
。 

傾
斜
地
に
あ
る
建
物
は
、
共
に
三
階
建
て
の
Ａ
、

Ｂ
棟
に
分
か
れ
、
正
面
玄
関
の
あ
る
Ａ
棟
三
階
か
ら
、

長
く
眺
望
の
良
い
渡
り
廊
下
（
面
会
家
族
や
地
域
住

民
と
の
交
流
ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
展
示
ス
ペ
ー
ス
に
使

用
）
で
Ｂ
棟
の
三
階
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
Ｂ
棟

三
階
に
は
、
看
護
セ
ン
タ
ー
・
静
養
室
の
ほ
か
、
毎

月
第
二
、
第
四
水
曜
日
に
開
業
す
る
理
美
容
室
が
あ

っ
て
、
パ
ー
マ
も
か
け
ら
れ
ま
す
し
、
訪
問
マ
ッ
サ

ー
ジ
も
有
料
で
受
け
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
お
菓
子
類

な
ど
を
置
い
た
小
さ
な
売
店
も
あ
り
ま
し
た
。 

な
お
、
入
居
者
も
地
域
住
民
の
一
員
と
い
う
意
識

か
ら
、
多
目
的
ホ
ー
ル
は
地
域
に
開
放
さ
れ
て
い
て
、

書
道
・
大
正
琴
の
グ
ル
ー
プ
の
練
習
場
や
発
表
会
に

使
わ
れ
て
い
ま
す
。 

○
施
設
の
受
け
入
れ
態
勢
：
生
活
基
盤
の
確
立
が
主

要
目
的
の
施
設
な
の
で
、
急
変
が
予
測
さ
れ
る
持
病

(

疼
痛
管
理
の
必
要
な
ガ
ン
、
低
血
糖
が
心
配
さ
れ
る

糖
尿
病
、
気
管
切
開
、
疥
癬
、
透
析
な
ど)

の
あ
る
方

は
、
入
所
を
断
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
日

常
的
医
療
行
為
が
必
要
な
胃
廔
や
床
づ
れ
の
あ
る

方
々
、
ま
た
認
知
症
の
方
々
は
、
一
ユ
ニ
ッ
ト
ず
つ

入
居
さ
れ
て
い
ま
す
。
認
知
症
の
ユ
ニ
ッ
ト
で
は
、

居
室
の
鍵
は
施
錠
せ
ず
に
、
フ
ロ
ア
ー
内
は
自
由
に

行
き
来
が
で
き
ま
す
。 

○
居 

室
：
居
室
の
広
さ
は
約
八
畳
。
電
動
ベ
ッ
ト
・

エ
ア
コ
ン
・
テ
レ
ビ
（
戸
棚
・
引
出
付
き
台
あ
り
）
、

小
テ
ー
ブ
ル
と
椅
子
、
ク
ロ
ー
ゼ
ッ
ト
が
設
備
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
洗
面
台
は
各
室
に
あ
り
ま
し
た
が
、

ト
イ
レ
は
隣
り
合
っ
た
二
室
の
中
央
に
設
置
さ
れ

て
い
て
、
共
同
使
用
で
し
た
。
ト
イ
レ
の
ド
ア
は
ア

コ
ー
デ
オ
ン
カ
ー
テ
ン
、
一
方
が
中
で
ト
イ
レ
の
電

気
を
つ
け
る
と
、
他
方
の
壁
面
ラ
ン
プ
が
点
灯
し
て

使
用
中
が
わ
か
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
隣
室
は
同
性

の
利
用
を
原
則
と
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。 

 

家
具
の
持
ち
込
み
は
自
由
で
す
が
、
仏
壇
の
火
気

使
用
は
禁
止
、
冷
蔵
庫
は
中
身
の
管
理
が
で
き
る
場

合
の
み
と
い
う
こ
と
で
す
。
パ
ソ
コ
ン
は
持
ち
込
め

ま
す
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
は
不
可
能
で
す
。

ま
た
携
帯
電
話
の
使
用
は
、
居
室
内
の
み
で
す
。 

○
介
護
体
制
と
提
携
病
院
：
一
ユ
ニ
ッ
ト
に
介
護
職

員
四
、
五
人
と
パ
ー
ト
二
、
三
人
、
一
日
四
交
代
の

勤
務
体
制
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

非
常
勤
医
師
に
よ
る
診
療
が
週
二
回
、
看
護
師
は

昼
間
勤
務
の
た
め
、
夜
間
は
当
番
看
護
師
に
電
話
連

絡
を
と
っ
て
指
示
を
得
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
提
携

病
院
は
横
浜
栄
共
済
病
院
。
歯
科
は
さ
つ
き
台
診
療

所
で
、
週
一
回
の
診
療
が
あ
り
ま
す
。 

開
所
以
来
の
こ
の
二
年
間
で
、
一
〇
例
ほ
ど
の
看

取
り
を
経
験
し
た
そ
う
で
す
。 

 

○
食 

事
：
食
事
は
、
温
冷
配
膳
車
に
よ
っ
て
各
ユ

ニ
ッ
ト
に
運
ば
れ
、
刻
み
食
や
ミ
キ
サ
ー
食
に
も
対

応
。
見
学
当
日
は
、
ご
飯
に
わ
か
め
と
豆
腐
の
み
そ

汁
、
金
目
鯛
の
煮
付
け
、
じ
ゃ
が
芋
と
人
参
の
き
ん

ぴ
ら
、
漬
物
、
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
缶
（
小
五
切
れ
）
の

昼
食
（
五
〇
〇
円
）
を
試
食
、
少
々
味
が
濃
い
と
感

（
裏
へ
つ
づ
く
） 

日
限
山
荘
の
転
倒
予
防
体
操
の
予
定
：
９
月
５
、
12
、
26
日(

い
ず
れ
も
金
曜
日)

午
後
２
～
３
時 

指
導
：
小
高 

典
子
氏 



９月の日限山荘は、２，5，9，12，16，19，23，26，30 日の am10:00～pm4:00 まで開催しています。 
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じ
ま
し
た
が
、
お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

○
入 

浴
：
入
浴
は
、
週
二
回
以
上
利
用
が
可
能
で

す
。
大
浴
槽
は
な
く
、
広
い
洗
い
場
に
カ
ー
テ
ン
で

囲
っ
て
個
浴
す
る
小
浴
槽
が
、
三
ヵ
所
に
三
つ
ず
つ

あ
り
ま
し
た
。
他
に
、
座
っ
た
状
態
、
寝
た
状
態
で

入
浴
で
き
る
特
殊
機
械
浴
槽
が
あ
り
ま
す
。 

○
行
事
等
：
七
夕
な
ど
の
行
事
は
各
ユ
ニ
ッ
ト
で
行

い
、
施
設
全
体
で
行
う
の
は
ク
リ
ス
マ
ス
や
幼
稚
園

と
の
定
期
的
な
交
流
会
等
で
す
。 

な
お
、
観
光
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
、
参
加

者
を
つ
の
っ
て
行
う
お
出
か
け(
大
船
フ
ラ
ワ
ー
セ

ン
タ
ー
な
ど)

や
ユ
ニ
ッ
ト
の
意
向
で
出
前
の
食
事

を
と
る
等
、
有
料
の
お
楽
し
み
会
が
あ
り
ま
す
。 

○
入
居
費
用
：
要
介
護
四
、
五
の
人
が
入
居
者
の
大

半
を
占
め
て
い
て
、
介
護
保
険
自
己
負
担
分
一
割
と

健
康
保
険
に
よ
る
医
療
費
は
自
己
負
担
で
す
。 

居
住
費
・
食
費
は
、
本
人
所
帯
の
四
段
階
の
課
税

所
得
ラ
ン
ク
に
応
じ
て
決
定
さ
れ
、
第
四
段
階
の
方

は
、
約
十
七
万
～
二
〇
万
円
で
す
が
、
そ
れ
以
外
の

段
階
の
方
は
減
額
が
受
け
ら
れ
ま
す
。 

○
感 

想
：
居
室
の
面
積
は
、
有
料
老
人
ホ
ー
ム
と

同
じ
か
、
む
し
ろ
広
い
感
じ
で
、
緑
の
多
い
傾
斜
地

に
建
っ
た
施
設
全
体
は
、
と
て
も
明
る
い
雰
囲
気
で

好
感
が
も
て
ま
し
た
。 

 
 

(

文
責 

藤
井
香
代) 

  

日
限
山
荘
の
昼
食
を
配
食
し
て
い
ま
す 

  

日
限
山
荘
で
作
る
昼
食
の
配
食
を
利
用
さ
れ
て

い
る
お
二
人
が
、
感
想
を
寄
せ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

■
週
二
回
の
幸
福
便 

 
 
 
 
 

小
泉 

宗
信 

 

食
事
の
支
度
が
と
み
に
億
劫
に
な
っ
て
き
た
の

は
こ
こ
四
、
五
年
の
こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

加
齢
に
よ
る
も
の
か
？
喜
ん
で
食
べ
て
く
れ
る
人

が
い
な
い
故
で
し
ょ
う
か
？ 

昼
夜
逆
転
の
生
活

で
、
夕
方
四
時
頃
ま
で
寝
て
い
る
主
人
に
、
生
活
の

リ
ズ
ム
が
す
っ
か
り
狂
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
す
。

私
自
身
、
遅
い
朝
食
を
と
る
と
昼
食
は
食
べ
な
い
で

済
ま
せ
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。 

 

こ
れ
で
は
い
け
な
い
と
思
い
、
宮
崎
さ
ん
に
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ｢

総
ぐ
る
み
福
祉
の
会｣

の
お
食
事
配
送
サ
ー

ビ
ス
を
お
願
い
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
と
に

火
曜
日
は
毎
週
出
か
け
る
用
事
が
あ
る
の
で
、
主
人

に
も
早
起
き
を
し
て
も
ら
う
よ
う
に
頼
み
ま
し
た
。 

届
け
て
く
だ
さ
る
方
と
お
話
し
す
る
の
が
楽
し

み
に
な
っ
た
主
人
も
、｢

今
日
の
方
は
宮
崎
さ
ん
か

な｣
｢

松
尾
さ
ん
か
な｣

な
ど
と
報
告
し
て
く
れ
ま
す
。 

 

お
食
事
も
初
め
は
薄
味
か
な
？
と
思
い
ま
し
た

が
、
い
つ
の
間
に
か
私
の
味
付
け
も
薄
味
に
な
っ
て

お
り
ま
し
た
。
食
材
も
多
種
類
使
わ
れ
て
い
て
、
家

庭
の
単
調
な
料
理
と
違
っ
て
、
毎
回
楽
し
み
で
す
。 
 

食
事
つ
く
り
を
し
て
く
だ
さ
る
方
々
の
細
や
か

な
心
遣
い
と
お
手
数
に
は
、
大
変
感
服
し
て
お
り
ま

す
。
心
荒
ぶ
こ
の
頃
の
世
相
の
中
、
総
ぐ
る
み
の
皆

様
方
の
活
動
の
温
か
さ
は
、
ま
こ
と
に
貴
く
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

■
心
の
こ
も
っ
た
食
事
に
感
謝 

 

田
中 

明
子 

 

八
十
九
歳
で
ひ
と
り
暮
ら
し
の
私
は
、
食
事
作
り

も
思
う
よ
う
に
な
ら
な
く
な
り
、
一
年
ほ
ど
前
か
ら

Ｎ
Ｐ
Ｏ｢

総
ぐ
る
み
福
祉
の
会｣

の
昼
食
配
食
サ
ー

ビ
ス
を
週
二
回
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

 

私
の
朝
食
は
お
粥
に
お
豆
腐
、
お
ろ
し
り
ん
ご
、 

夜
は
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
に
お
そ
ば
を
作
っ
て
も
ら
う

と
い
う
食
事
パ
タ
ー
ン
で
す
。 

 

市
販
の
お
弁
当
と
は
異
な
り
、
心
の
こ
も
っ
た
お

料
理
の
数
々
、
時
に
豚
カ
ツ
な
ど
が
届
き
、
と
て
も

お
い
し
く
、
毎
日
で
も
お
願
い
し
た
い
く
ら
い
で
す
。

食
事
作
り
の
皆
様
に
大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
。 

 

  
 

長
谷
川
致
正
さ
ん
を
偲
ん
で 

  
 

長
谷
川
さ
ん
は
何
で
も
で
き
る
方
で
し
た
の
で
、
頼

ま
れ
た
事
は
決
し
て
「
い
や
」
と
は
言
わ
ず
に
引
き
受

け
て
く
だ
さ
る
お
人
柄
で
し
た
。 

 
 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
総
ぐ
る
み
福
祉
の
会
に
は
、
設
立
当
初
か
ら

理
事
や
監
事
を
引
き
受
け
て
、
平
成
十
八
年
度
ま

で
積
極
的
に
運
営
に
か
か
わ
ら
れ
ま
し
た
。
も
っ
と

長
生
き
を
し
て
下
さ
り
、
こ
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
今
以
上
に

花
咲
く
様
子
を
見
守
っ
て
ほ
し
い
方
で
し
た
。 

私
が
い
ぶ
き
会
に
入
会
し
た
折
に
は
、
既
に
い
ろ
い

ろ
活
躍
さ
れ
て
い
て
、
今
は
亡
き
増
澤
さ
ん
か
ら
、

大
正
十
二
年
生
ま
れ
の
四
人
、
齢
の
順
で
は
増
澤
さ

ん
、
私
、
長
谷
川
さ
ん
、
今
川
さ
ん
の
順
序
の
四
人

で
し
た
が
、
「
こ
の
四
人
は
老
年
兵
だ
よ
」
と
い
わ
れ
、

『
同
期
の
桜
』
を
何
回
か
一
緒
に
歌
っ
た
こ
と
を
懐
か

し
く
思
い
出
し
ま
す
。 

今
年
の
春
ま
で
は
、
一
柳
さ
ん
や
松
尾
さ
ん
の
送

迎
に
よ
っ
て
、
日
限
山
荘
の
食
事
会
に
も
来
て
く
だ

さ
っ
て
い
た
の
に
、
体
調
を
崩
さ
れ
て
急
激
に
外
出

が
難
し
く
な
ら
れ
た
と
聞
き
、
い
ち
ど
お
見
舞
い
に

伺
い
た
い
と
思
っ
て
お
っ
た
矢
先
、
私
も
眼
を
悪
く
し

て
入
院
す
る
こ
と
に
な
り
、
お
見
舞
い
を
果
た
せ
な

か
っ
た
こ
と
が
と
て
も
心
残
り
で
す
。 

 
 

六
月
十
七
日
に
ご
逝
去
さ
れ
た
こ
と
を
入
院
先
の

病
院
で
聞
き
ま
し
た
の
で
、
ご
葬
儀
に
も
参
加
で
き

ず
、
家
内
が
代
わ
っ
て
伺
わ
せ
て
い
た
だ
い
た
次
第
で

す
。 心

よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 

  
 

平
成
二
十
年
七
月 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

庄 

司 

俊 

二 

 

日
限
山
荘
で
は
、
週
二
回
手
づ
く
り
の
お
い
し
い
食
事
を
作
っ
て
皆
様
の
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 


